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第第６６学学年年「「ててつつががくく創創造造活活動動」」学学習習活活動動案案  授業者 和氣 拓巳 

２月１６日（金） ２階Ｂ室 ９：００～９：４０ 
 
１ 題材名  嫌いな人とはどうやってかかわればいいの？ ～ともに考える てつがく対話～ 
２ 考える価値内容  自己／他者 

３ 題材について  

（１）ともに考えること 

子どもたちは自分の興味・関心をもとにテーマを設定し，てつがく対話を進めてきた。その度に，聴

き合うことを通して他者を知り，自己の価値観を問い直し，世界の見え方を更新してきた。てつがく対

話の時間は何を話してもよく，少数派の意見が多数派の意見に埋没されず，一つひとつの意見がフラッ

トに受け止められるため，民主的な場としての機能を果たしている。しかし，まだまだ自分の思いを伝

えることに抵抗がある子もいる現状から，どうすれば私たちの対話がもっとよいものになっていくかを

考えてきた。その中で，対話で不可欠なのはリスナーシップ（話し手の気持ちを聴き手が尊重すること）

であると気づき，対話の空間が少しずつセーフティーな場へと醸成されてきた。すると，学級空間が，

一人ひとりにとって居心地の良い場所になってきたという声が少しずつ増えていった。 
（２）「嫌い」についててつがくすること 

 ２学期は，「友達って何？」についててつがく対話を実施した。友達を巡る様々なテーマで対話し，「友

達観」を更新してきた。その中で話題となったのは，「人と人との間にあるものは何か」である。子ども

たちは，人は誰かに関心の矢印を向けているからこそ，「もっと知りたい」，「もっと仲良くなりたい」と

考え，関係の中で編まれる人と人との間にあるものを「関係の糸」と呼んだ（詳しくは事前資料記載）。 
 ３学期は，友達同士は互いに好意を抱いているわけだが，その逆はどうなのだろうかという意見が出

され，「嫌いな人とはどうやってかかわればいいの？」という問いが生まれた。「嫌い」という感情は誰

にでも存在するだろう。「嫌いとは何か」を考えるには，そもそも何かを嫌うということはどういうこと

なのか，自分は何を嫌っているのか，嫌うこと・嫌われることは悪いことなのか，嫌いな人・モノ・コ

トとどのようにかかわる（かかわらない）とよいのか，といった問いについててつがくしていくことに

なるだろう。それは，他者の「嫌い観」を知り，「嫌い」という感情そのものと自分自身がどう付き合っ

ていくかを考え，今後自分がどのように自他の「嫌い」と向き合い生きていくかといった世界とのかか

わり方を更新するきっかけとなるだろう。 
嫌いな人・モノ・コトは皆それぞれ違うからこそ，共生していくことは難しいだろう。しかし，何か

が「嫌い」という現象を巡って多角的な視点で対話し，違いから他者を疑うのではなく違いをむしろ楽

しみ，自分自身を問い直しながら新たな世界の見え方を発見してほしい。 
４ 学習活動計画（４時間目／全５時間） 

（１）「嫌い」について自分の考えをノートに書き，「嫌い

なモノ・コト」について聴き合う…１時間 

（２）「そもそも嫌いとは何か」について考える。 

…１時間 

（３）「嫌い」と逆の「好き」について考える。…１時間 

（４）「嫌う」，「嫌われる」って悪いことなのかを考える。 

…１時間 

（５）「嫌いな人・モノ・コトとのかかわり方」について

考える。…１時間 

５ 本時の学習について 

（１）本時のねらい 
 互いの考えを聴き合いながら，自己の「嫌い」についての価値観を更新していく。 
（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１ 前時をふり返る 
２ 「嫌い」を巡って対話する。 
３ 対話のふり返りをする。 

・互いの表情が見えるサークルの形になって対話する。 
・てつがく対話のルールを確認してから始める。 
・聴くことを大事に，対話に参加するよう声をかける。 
・教師も子どもとともに対話する一員としててつがくする。 
・「嫌い」はセンシティブな内容であるため，具体例を用いる

ときには，伝え方や聴き手に配慮するように声をかける。 


